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《全体事業計画》

《全体事業計画》

《全体事業計画》

③中学校改修事業
《拡充》

生徒が安心して快適に学ぶことができる教育環
境の充実を図るため、施設の老朽化に対応する
大規模改修等を計画的に実施します。

●中学校施設の大規模改修を実施
　　トイレ改修(岐陽中・住吉中・秋月中・富田中)
　　外壁改修（周陽中）
　　避難器具改修(福川中)
　　防水改修(熊毛中)

現計予算額 384,399 ( 71,722 )

財
源

国県 116,827 地方債 260,900

その他 6,000 一財 672 事業期間　令和元年度～令和2年度

＊「その他」の財源は「子ども未
来夢基金」より全額充当

概算事業費　384,399千円

＊令和元年度繰越事業
　・外壁改修工事【周陽中】
　（事業費）74,305千円
　・トイレ改修工事【住吉中・秋月中・富田中】
　（事業費）155,975千円

事業目的及び事業概要

事業期間　令和元年度～令和2年度

概算事業費　38,502千円

事業期間 令和元年度～令和15年度
契約の相手方　ＰＦＩ学校空調周南㈱
事業契約額　1,179,381,753円　ただし、周南市
小学校普通教室空調設備整備事業事業契約
約款の定めるところに従って金額の改定又は減
額がなされた場合には、当該改定又は減額が
なされた金額とする。

児童が安心して快適に学ぶことができる教育環
境の充実を図るため、施設の老朽化に対応する
大規模改修等を計画的に実施します。

38,502 ( 863,922 )

財
源

国県 地方債 31,100

その他 7,000 一財 402

令和２年度　周南市教育委員会の重点施策について

所属課 事業名
令和２年度 予算額及び財源内訳

令和２年度実施事業の内容
※（　）：前年度当初予算額 単位：千円

①小学校改修事業
≪継続≫

●小学校施設の大規模改修を実施
　　門扉改修(徳山小)
　　フェンス改修(沼城小)
　　消火設備改修(沼城小)
　　校舎内部改修(鹿野小)

教育政策
課

現計予算額

②小学校普通教室空調設備
整備事業
《拡充》

●設計・施工・工事監理
　令和2年1月31日　～　令和2年8月31日
●試運転・検査・所有権移転
　令和2年9月1日　  ～　令和2年9月30日
●維持管理（13年間）
　令和2年10月1日　～　令和15年9月30日

現計予算額 896,172 ( 42,087 )

財
源

国県 214,186 地方債 601,100

その他 77,700 一財 3,186

＊「その他」の財源は「子ども未
来夢基金」より全額充当

児童の学校生活への影響を最小限に留めるこ
とを最優先に、設置済みの鼓南小、八代小を
除く全ての小学校の普通教室に空調設備を8
月末までに整備します。

＊「その他」の財源は「子ども未
来夢基金」より全額充当
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教育部

事業目的及び事業概要

令和２年度　周南市教育委員会の重点施策について

所属課 事業名
令和２年度 予算額及び財源内訳

令和２年度実施事業の内容
※（　）：前年度当初予算額 単位：千円
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《全体事業計画》

事業期間：毎年度実施

※人権教育総合推進地域事業については、令
和元年度～令和3年度

事業期間：毎年度実施

市民センター等を会場として人権教育講座を行
うことにより、地域住民の人権意識の向上を図り
ます。

10ブロックに分けた各地域の特色を生かした人
権講演会等の開催を支援することで、人権意識
の向上を図ります。
周陽中学校区において学校・家庭・地域社会
が連携し、人権教育の総合的な取組を推進し、
地域全体で人権意識を高め、一人ひとりを大切
にした人権教育の調査研究を行います。

事業期間：毎年度実施

本市へ渡来するツルの羽数を増やすため、渡
来ツルの越冬環境整備や保護ツルの移送・放
鳥に取り組みます。

社会全体で子供たちを見守り育むため、学校・
家庭・地域が協働して取り組む仕組みづくりを
推進します。

●周南市人権教育推進協議会の運営
●地域人権教育連絡協議会の運営
●ブロック人権教育推進協議会の活動支援
●地域等における人権教育講演会の開催
●学校・家庭・地域社会が連携し、人権教育の総合的な取組
　を行うための研究を実施

現計予算額 1,477 ( 1,828 )

財
源

国県 580 地方債

その他 一財 897

一財 4,383

●市民センター等での人権教育講座（ハートフル人権セミ
　ナー）の開催

現計予算額 212 ( 231 )

財
源

国県 80 地方債

その他 一財 132

⑤学校・家庭・地域の連携協
力推進事業
≪継続≫

⑥人権教育講座運営事業
≪継続≫

⑦地域人権教育推進事業
≪継続≫

人権教育
課

財
源

国県 8,597 地方債

その他

④鶴保護対策事業
≪継続≫

●ツル保護協議会の方針に沿い、保護及び増羽に資する取
  組の実施
●地域住民やボランティアと協力して、ツルのねぐらや餌場
  の清掃などを実施
●鹿児島県出水市から保護ツルを八代に移送し、一定期間
  飼育のうえ放鳥する取組の実施

生涯学習
課

現計予算額 19,244 ( 17,983 )

財
源

国県 11,308 地方債

その他 3,122 一財 4,814 事業期間：毎年度実施

●学校と地域をつなぐため中学校区ごとに配置する地域学
  校協働活動推進員の活動を支援
●放課後子供教室を実施
●保護者等を対象とした家庭教育講座の開催や、家庭教育
  支援チームの活動を支援

現計予算額 12,980 ( 13,176 )
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事業目的及び事業概要

令和２年度　周南市教育委員会の重点施策について

所属課 事業名
令和２年度 予算額及び財源内訳

令和２年度実施事業の内容
※（　）：前年度当初予算額 単位：千円
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英語教育及び外国語活動を推進し、国際理解
教育の推進やグローバルな視点をもった人材の
育成に取り組みます。

地域の特性を活かした特色ある学校づくりを進
め、コミュニティ・スクールの仕組みを生かして
「地域とともにある学校づくり」を一層推進しま
す。

 教員が子供と向き合う時間を十分確保し、本来
担うべき業務に専念できるよう、授業準備や学
級事務等の補助業務を行う支援員を小中学校
に配置します。

　ICT機器等の拡充を図り、主体的・対話的で深
い学びに向けた授業づくりを推進します。
　また、国が提唱する児童生徒1人1台端末の整
備と大容量通信ネットワークを一体的に整備す
る「GIGAスクール構想」により、全ての教室で全
ての児童生徒がICT機器を利用できる環境をめ
ざします。

●配置する学校を２５校から２６校に拡充し、豊かな学び
　を支える教育環境をさらに充実させる
●持続可能な学校運営体制の構築及び教職員のワーク・ライ
　フ・バランスの実現を図る

現計予算額 20,164

地方債

その他 一財 4,336 事業期間　平成24年度～毎年度実施

●地域に開かれた信頼される学校づくりに向け、県が周南地
　域を対象に配置する「地域連携教育アドバイザー」に加え
　て、本市独自に「周南市コミュニティ・スクールアドバイザー」
　を配置し、実効性のある学校運営協議会となるよう助言、
　支援等の充実を図る
●コミュニティ・スクールの仕組を生かして、地域でめざす子ど
　も像を共有し、中学校区における特色ある教育の推進、学
　校・家庭・地域の連携と協働による学校や地域の教育課題
　の解決をめざして、地域とともにある学校づくりをさらに推進

現計予算額 4,336 ( 2,896 )

国県財
源

概算事業費　4,336千円

●外国語指導助手を１１名から１５名に増員するとともに、
　業務内容の見直しを図り、授業だけでなく幅広い教育活動を
　可能とする
●児童生徒が外国語指導助手と英語でのコミュニケーションを
　図る機会が増えることで、英語教育及び国際理解教育の推
　進・向上に繋げる

現計予算額 67,676 ( 48,153 )

財
源

国県 地方債

その他 30,000 一財 37,676 事業期間　毎年度実施

＊「その他」の財源は「子ども未
来夢基金」より全額充当

⑨コミュニティ・スクール事業
《拡充》

⑧英語教育推進事業
《拡充》

⑩学校業務支援員配置事業
《拡充》

学校教育
課

学校ＩＣＴ環境推進事業
《新規・拡充》

事業期間　令和元年度　～　令和5年度

事業期間　平成30年度～継続中

概算事業費　20,164千円

( 18,820 )

財
源

国県 9,066 地方債

その他 一財 11,098

予算額 776,120 ( 0 )

財
源

国県 290,094 地方債 290,000

その他 120,000 一財 76,026

●小・中学校のＩＣＴ環境の充実を図り、児童生徒と教員の双
　方向型授業を実現
●ＩＣＴ教育環境の向上のため、大型ディスプレイをすべての
　普通教室に配備
　　(小学校267台、中学校121台　計388台)
●高速大容量(10Gbps)の校内ネットワーク整備
●電源キャビネット(充電保管庫)整備
　　　　　　　　　　　　(普通教室474室に整備)
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教育部

事業目的及び事業概要

令和２年度　周南市教育委員会の重点施策について

所属課 事業名
令和２年度 予算額及び財源内訳

令和２年度実施事業の内容
※（　）：前年度当初予算額 単位：千円
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●既存の徳山西及び新南陽学校給食センターを解体
(1)　徳山西学校給食センターの解体設計
(2)　解体までの事前撤去、廃棄物処理

現計予算額 5,923 ( 0 )

財
源

国県 地方債 3,600

その他 一財 2,323 事業期間　令和2年度～令和4年度

概算事業費　245,680千円

新たに新南陽学校給食センターを設置すること
に伴い、既存の2センター（徳山西、新南陽）を
解体・除去し、その後の土地売却・転用等によ
り、跡地の有効活用を図ります。

●市内6か所の学校給食センターの管理運営
●令和2年4月供用開始の新南陽学校給食センターにおい
　て、ＰＦＩ事業者が行う運営・維持管理業務のモニタリングを実
　施

現計予算額 599,253 ( 505,988 )

財
源

国県 地方債

その他 3,141 一財 596,112 事業期間：各学校給食センター供用開始年度

各学校給食センターの円滑な運営により、児童
生徒に安心安全でおいしい学校給食を安定供
給します。

＊「その他」の財源のうち2,650千
円は「子ども未来夢基金」より充
当

⑫学校給食管理運営事業
≪継続≫

⑭学校給食センター解体事
業
《新規》

⑮図書館管理運営費
《継続》

学校給食
課

844

財
源

事業期間　令和元年度～令和2年度

概算事業費　12,844千円

公金としての安全性を担保し、保護者の利便
性の向上を図るとともに、教職員の負担軽減に
つなげるため、新たにシステムを導入します。

国県 地方債

その他 10,690 一財 166,369 事業期間：毎年度実施

図書館サービスの向上と読書活動の推進を図
るために、市内6館の連携を深め、円滑な図書
館運営と利用しやすい図書館づくりに努めま
す。

＊「その他」の財源は「子ども未
来夢基金」より全額充当

177,059 ( 167,287 ) ●市内6館の（中央・新南陽・福川・熊毛・鹿野・徳山駅前）の
　管理・運営

中央図書
館

現計予算額

⑬学校給食費管理システム
導入事業
《新規》

●学校給食費徴収に係る電算システムの導入

現計予算額 12,844 ( 0 )

財
源

国県 地方債

その他 12,000 一財
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教育部

事業目的及び事業概要

令和２年度　周南市教育委員会の重点施策について

所属課 事業名
令和２年度 予算額及び財源内訳

令和２年度実施事業の内容
※（　）：前年度当初予算額 単位：千円

《全体事業計画》

《全体事業計画》

事業期間：毎年度実施

事業期間：毎年度実施

⑰図書館システム管理運営
費
《継続》

●正確かつ迅速な資料情報の提供
●業務の効率化、資料の適正な管理

現計予算額 39,109 ( 38,298 )

財
源

国県 地方債

その他 一財 39,109

●多様化するニーズに応えるべく、新鮮で広範囲にわたる資
　料を収集

現計予算額 34,578 ( 34,640 )

34,516

財
源

国県 地方債

その他 62 一財

⑯図書館資料購入費
《継続》

生涯学習時代の多くの利用者の期待に応えら
れるよう、新鮮で広範囲にわたる図書館資料の
収集、充実に努めます。

多様化する利用者の要望に対応するため、資
料の情報を正確に提供し、業務の効率化、資料
の適正管理に努めます。

中央図書
館
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